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次の問題１あるいは問題２のいずれかの問題を選択して解答しなさい。 
(選択した問題の番号を解答用紙に記載すること。) 
 
問題１ 次の文章を読み、問１および問２に答えなさい。 
  

 いま振り返ると、バス停で幼い娘に向けられた「かわいそう」という言葉と、私や連れ合いがいつ

も娘に向ける「かわいい」という言葉、その両者の近さが興味深くも思えてくる。 
 「かわゆい」が変化した語である「かわいい」は、元々は「顔 映

は

ゆし」、つまり、顔が赤らむ、見

るに忍びない、といった意味の言葉に由来し、中世以前は、小さい者や弱い者を 不憫
ふ び ん

に思う心境を

表す言葉として用いられていた。それが中世後半に至ると、同じく小さい者や弱い者に対する情愛の

念や愛らしいと思う気持ちを示すようになり、次第にこの種の意味合いが優勢になっていく。そして、

近世の後半以降は「不憫」の意味が次第に消失し、専
もっぱ

ら「愛らしい」という類いの意味で用いられ

るようになった（日本国語大辞典 第 2 版）。「かわいい」は、いまや世界各国で通用する言葉になっ

たが、そうした国際語としての「カワイイ（y^ï ^ssØ KaBaй, kégÆ）」も、小さなものの愛らしさ のみ
、 、

を表す言葉として流通していると言えるだろう。 

 ただ、「かわいい」がいまは表立った仕方では「かわいそう」とか「不憫」といった意味で用いら

れることはないとしても、①やはり、「かわいい」と「かわいそう」は深いところで結びついている

ように思われる。つまり、私たちが子どもを「かわいい」と思うとき、そこには、子どもをたんに愛

らしく感じるだけではなく、子どもを憐れみ、胸を痛め、後ろめたく感じる、苦い感覚が入り交じっ

ているのではないだろうか。 

 たとえば、自分の子に限らず、公園などで子どもたちが無邪気に遊んでいたりするのを眺めている

と、平和で微笑ましい気持ちになると同時に、いまここに生まれてきたこの子たちを祝福しなければ

ならない、という感情が自分のなかに湧き起こってくる。「君たちはこの世界に生まれてこない方が

よかった」などという風に思い捨てるのは、あまりにみっともなく、無責任に思える。彼らは自分で

「生んでくれ」と頼んだわけではない。勝手に投げ込まれた各々の場所で必死に生きる彼らのために、

少しでもこの世界をましなものにする責任が私たち大人にはある。――この感覚は、たとえば「世代

間倫理」という立派な言葉に仕立てて語ることもできるが、私にとってはさしあたり、子どもたちへ

の愛おしさと後ろめたさが 綯
な

い交ぜになった感情と切り離せない。 

 ところで、このように言葉の歴史を辿り、語源へと遡っていく営みは、哲学の議論のなかでよく行

われることだ。たとえば、「幸せとは何か」という問いを扱う際にはしばしば、「しあわせ」という言

葉が、「する」と「あわす」が結びついた動詞「しあわす（仕合わす、為合わす）」が名詞化してでき

たものである点に注目し、問いへの答えやヒントを探るという方法が採られることがある。 

 実際、「しあわせ」は元々、二つの事物がぴったり合った状態を指す言葉だった。そして、その状

態は自分の意志や努力だけでは実現せず、それを超えた働きに大きく左右されるものだという受けと

め方が、この言葉には込められてきた。それゆえ、かつてこの言葉は「めぐり合わせ」や「運」、「運

命」、「なりゆき」、「機会」といったものを主に意味し、しかも、良いめぐり合わせにも 悪い
、 、

めぐり

合わせにも用いられてきた。つまり、「幸運」以外にも、「不運」、「不幸」、「人が死ぬこと」、「葬式」

といった意味すらもっていたのである（日本国語大辞典 第 2 版）。 
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 とはいえ、「しあわせ」という言葉の意味は 本当
、 、

は
、

「めぐり合わせ」や「運命」といったものだ、

というわけではない。時代が下り、現代に至ると、この言葉によって「めぐり合わせ」などを直接指

すことはなくなり、不平や不満がなく心が満ち足りている状態としての「幸福」を主に指すものとな

った。この変化はそれ自体として重要であり、なぜそのように意味が移り変わっていったのか、大い

に検討する価値があるだろう。 

ただ、同時に、現代のそうした「しあわせ」の用法ないし「しあわせ」観では 見えにくく
、 、 、 、 、

なって
、 、 、

いる
、 、

ものが、この言葉の歴史を遡ることで見えてくる面があることも確かだ。「めぐり合わせ」の類いか

ら「幸福」へと意味が移ろっていったのは、この二つの事柄に深い関連性があるからだ、というのは

自然で見込みの高い推定だろう。そして、この推定から、「しあわせ」についての新しい見方が開か

れうる。あるいは、私たちが忘れがちだった見方が息を吹き返しうる。すなわち、「しあわせ」であ

るというのは、単に「心が満ち足りている状態」にある――幸福 感
、

を覚えている――という主観的

な心持ちに尽きるわけではなく、誰かや何かとめぐり合い、自分の意志や努力を超えた働きに 与
あずか

る

契機と深く結びついている、という見方だ。 

 こうした点で、言葉の歴史を遡ることはまさに、「故
ふ る

きを 温
た ず

ねて新しきを知る」ことの最も身近

な実践となりうるものだ。 

 語源のみに事柄の本質を見ようとして、言葉の意味の時間的な変化を無視する姿勢――言うなれば

「語源原理主義」――は間違っているが、かといって、いま現在表立っている用法のみに注目するこ

とも、一種の視野 狭窄
きょうさく

に陥っている。言葉の歴史を時間をかけて辿り直すことは、「しあわせ」であ

れ、あるいは「かわいい」であれ、普段滑らかにテンポよく言葉を使っているときには意識しない、

②これらの言葉の興味深い 奥行き
、 、 、

を確かめることになるはずだ。 

 

出典：古田徹也 著『いつもの 言葉
こ と ば

を 哲
て つ

学
が く

する』、朝日新聞出版、2021 年 

※出題の都合上、一部省略しています。 

 
 
問１． 筆者は下線部①「やはり、『かわいい』と『かわいそう』は……に思われる。」と述べている

が、これについて筆者の考えを 400 字以内で簡潔に述べなさい。 

 

 

 

 

 

 

問２． 筆者は下線部②「これらの言葉の……になるはずだ。」と述べているが、これに対するあなた

の意見を 600 字以内で述べなさい。 
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問題２ 次の文章を読み、問１および問２に答えなさい。 
 

英国という君主国家が儀式的、かつ公けに示すページェントほど古色豊かで、はるか遠い昔にその

起源を遡るものは他にないだろうと考えられている。しかしながら、（中略）その形態の近代性とい

う点から見れば、それは 19 世紀後半ないし、20 世紀に創り出されたものなのである。「伝統」とは

長い年月を経たものと思われ、そう言われているものであるが、その実往々にしてごく最近成立した

り、また時には捏造されたりしたものもある。たとえば、例年クリスマスの前夜にケンブリッジ大学

のキングズ・カレッジの礼拝堂で行なわれる『九つの聖句と聖歌の祭礼』などのように、ラジオとい

う近代的マス・メディアを通じ一般に普及してきたものもあろうが、英国古来の大学のカレッジに慣

れ親しんでいる人なら誰でも、そうした「伝統」の始まりの一つ一つを地域に根ざした広がりの中で

捉えることができるだろう。この書物は、そうした所見に基づき、『パースト・アンド・プレゼント』

誌によって主宰された学会の成果をもとにつくられたものである。 
①「創り出された伝統」という語は広範に用いられてはいるが、かといって不正確に用いられてい

るわけではない。意味するところは、一つには、実際に創り出され、構築され、形式的に制度化され

た「伝統」であり、さらには、容易に辿ることはできないが、日付を特定できるほど短期間——おそ

らく数年間——に生まれ、急速に確立された「伝統」を指す。ちなみに、(1932 年より開始された）

英国のクリスマスの王室放送は前者の例で、英国のサッカーのカップ・ファイナルの慣例の形成やそ

の発展は後者の例と言えよう。むろんそれらがなべて永続するものでないことは明らかであるが、存

続の可能性よりは、むしろそうした伝統の発現や確立の方にわれわれの本来の関心がある。「創り出

された伝統」は以下のように捉えられる。通常、顕在と潜在とを問わず容認された規則によって統括

される一連の慣習であり、反復によってある特定の行為の価値や規範を教え込もうとし、必然的に過

去からの連続性を暗示する一連の儀礼的ないし象徴的特質。事実、伝統というものは常に歴史的につ

じつまのあう過去と連続性を築こうとするものである。その顕著な例は、19 世紀の英国議会議事堂

の改築の際、周到にゴシック様式を選んだことや、第二次大戦後の会議場の改築の際、周到にも以前

と同様の基本設計に定めたことなどが挙げられる。新たな伝統が挿入された歴史的な過去というもの

は、はるかな過去に遡るほど延々と続いている必要はない。革命や「進歩的運動」はその定義からし

て過去を断ち切るものであるが、たとえば 1789 年というように、ある日時に切断される場合でも自

らに関わる過去がある。しかしながら、歴史的な過去へのそうした言及がある場合であっても、「創

り出された」伝統の特殊性とは、歴史的な過去との連続性がおおかた架空のものだということでもあ

る。つまり、そうした伝統とは、新しい状況に直面した際古い状況に言及する形をとるか、あるいは

半ば義務的な反復によって過去を築き上げるかといった対応のことなのである。それは近代世界の恒

常的な変化および革新と、社会生活の少なくともある部分を永久不変のものとして構造化しようとす

る試みとの対照性なのであり、そのことが「伝統の創出」というものを、過去二世紀を扱う歴史家に

とって興味深いものとしている。 
こうした意味での「伝統」というものは、いわゆる「伝統」社会を支配する「慣習」（カスタム）

とは明確に区別されなければならない。新たに創り出されたものも含めて、「伝統」の対象や特徴は

その恒常性にある。真実であろうが創り出されたものであろうが、伝統によって引き合いに出される

過去は反復という決まった（通常、形式化された）慣行（プラクティス）を課すものである。伝統社

会における②「慣習」には、動力とはずみ車との二重の機能がある。 先例と調和していること、あ

るいは一致していることさえ要求されるため、実質的な限界が課せられることは明らかであるが、あ
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る点までは革新や変化を許容する。慣習の役割は、望まれる変化（ないし、革新に対する抵抗）に対

し、先例という拘束や社会的連続性、自然法といったものを歴史に表明されたものとして与えること

である。農民（ペザント）運動の研究者は知っている。「記憶されぬほど昔からの慣習」によって、

ある共有地ないし共有権が村のものとして主張される場合、その多くは歴史的事実としてではなくて

王侯や他の村に対する恒常的闘争における勢力均衡として表明されることを。また、英国の労働運動

の研究者は知っている。「商慣習」ないし店の慣習は、昔からの伝統ではなく、最近になって労働者

が実践によって定着させ、さらに、恒久の是認を与え、拡張し、擁護しようとしているあらゆる権利

を表明しているのであると。「慣習」は不変ではありえない。なぜなら、「伝統」社会においてですら

生活は変化するものだから。慣習法でも普通法でも、やはり実際的な融通性と先例への形式的執着と

の両方を併せ持っているからである。われわれの意味する「伝統」と「慣習」の違いはまさにここで

描かれよう。「慣習」とは、判事が行なうことで、「伝統」とは（この場合、創り出された伝統のこと

であるが）、彼らの鬘や職服その他正式な飾り、そして彼らの職務上の所作にまつわる儀礼的行為で

ある。「慣習」の衰微は、それと常に絡み合っている「伝統」をも不可避に変化させる。 
 
出典：エリック・ホブズポ、テレンス・レンジャー、前川啓治他訳「創られた伝統」、紀伊国屋書店、

1992 年 
※出題の都合上、一部省略しています。 

 

 

 

 

問１． 下線部①「創り出された伝統」とは何か。筆者の考えを 400 字以内で簡潔に述べなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２． 下線部②「『習慣』には、……の機能がある。」とはどういうことか。あなたの考えを 600 字

以内で簡潔に述べなさい。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

著作権法に基づき、公開していません。 
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